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   Therapeutic course of 2 cases of nonseminomatous testicular tumor with liver metastasis 
is reported. One case had mixed tumors including embryonal carcinoma, choriocarcinoma 
and yolk sac carcinoma, and was positive pulmonary metastasis already at the initial ex-
amination. In the other case having mixed tumors of embryonal carcinoma and choriocar-
cinoma, metastasis to the supraclavicular lymph node was detected at the initial examination. 
In both cases liver metastasis occurred after complete response could he obtained by treat-
ment chiefly consisting of PVB therapy. For liver metastasis four-drug combination treat-
ment using cisplatin, vinblastine, adriamycin and actinomycin D was performed with partial 
response. However, this patient eventually died. The other case received VAB-6 therapy with 
complete response for liver metastasis. It is advisable to consider other modalities therapy 
in addition to conventional chemotherapy in cases of testicular tumor with liver metastasis 
since the prognosis is poor in these cases.
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緒 言
非 セ ミ ノー-7睾丸 腫 瘍 に対 す る治 療 成績 は,cispla-
tinをは じめ とす る各種 抗 癌 剤 の 登場 に よ り,著 しい
向上が み とめ られ て い る.し か し寛解 後 の再 発 例は 治
療 に抵抗 す る こ とが 多 く,転 帰 は不 良 で あ る.
今 回わ れ わ れ は,寛 解 後 に 肝転 移 を 生 じた非 セ ミ ノ
ーマ睾丸 腫 瘍2例 に対 し て 化学 療 法 を 行 い,1例 に
CR.,1例にPRを み とめ たの で,そ の 治療 経 過 に つ
いて報 告 す る.
症 例
症 例1'Y.N,,21歳,学生
主 訴:右 陰 嚢 内 容 の腫 大
現病 歴:1984年1月 よ り右 陰嚢 内容 の 無 痛性 腫 大 に
気 づ い ので,慈 恵 医 大 病 院 で 受診 し,2月27日 入 院 し
た.
既 往 歴 ・家 族 歴:特 記す べ き こ とな し
理学 的 所 見 ・体 格,栄 養 中 等度.胸 腹 部 は理 学 的 に
異 常 な く,表 在 リンパ節 の 腫脹 もみ とめな か った.右
睾 丸 は8x6×5cmと 腫 大 して いた が,そ の 他 の性 器
に 異常 は な か った.
血 液 検 査所 見 ・貧血 は み とめ られ ず,血 清 蛋 白像,
腎 機能 検 査,肝 機 能検 査 はす べ て正常 であ った.腫 瘍
マ ー カ ー はAFPging/ml,hCG2,900rnlU/ml,
LDH654mU/mlと 高 値 で あ った.
放 射 線 検査 所 見 ・胸 部X線 撮 影 で両 肺 野 に 多発性 転
移 巣 を み とめ た(Fig.1).静脈 性 腎孟 造影 では 腎 に異
常 な く,尿 管 の 走 行 も正 常 で あ った.腹 部CTス キ
ャンで,上 部 大 動静 脈 間 リンパ節 の 腫 大 が み ら れ た
が,肝 転 移 は み とめ られ なか った.
治療 経 過 右 非 セ ミ ノー マ 睾 丸 腫瘍,stageIIIb
と診 断 し,1984年3月2日 右 高 位除 睾 術 を施 行 した.
病 理組 織 診 断 は 胎児 性癌,絨 毛癌,卵 黄 嚢癌 の 複合 組
織 型 で あ った.













で あ った.術 後 さ らに 化学 療 法 を1コ ー ス行 った 後,
7月101≡1退院 した.
外来 に て,維 持療 法 と してCDDP,MTXの 併 用
療 法 を2コ ース 行 った が,退 院1時に は 正常 化 して い た
AFP,hCGが 上 昇す る と と もに,9月5日 の胸 部X
線 撮影 で 右中 肺 野 に 転移 の再 発 を み とめ た(Fig3A).
再 入 院 し,VP-16お よびMTXの 大 量投 与 を行 うも
効 な く,転 移 巣 の増 大傾 向 が み られ た ので,11月5日
よ り リニア ッ ク照 射60Gyを 施 行 した と こ ろ,腫 瘍
の消 失 が み られ(Fig.3B),腫瘍 マ ー カ ー も正 常 とな
った.
外 来 に て経 過 観察 してい た と ころ,翌1985年2月,
再 びAFPが175ng/ml,hCGが26,000mlU!ml
と高 値 に な った 。 胸 部X線 撮 影 で は再 発 を み とめ なか
った が,腹 部CTス キ ャ ン にて 肝 に 多発 性 転移 が み
られ た た め(Fig.4),2月15日慈恵 医大 第 三 病 院 に入
院 した.2月19日 よ りCDDP,VBL,ACD,ADM
の,4者 併 用療 法 を4コ ース施 行 し,治 療 後 の腹 部CT
スキ ャ ンで 腫瘍 の50%以 上 の縮 小 が み られ(Fig.5),
AFP,hCGも 正常 化 した が,腫 瘍 の 完全 消 失 は え ら























































































が,上 腹部 正 中 に 小児頭 大 の 腫瘤 を触 知 した 。 左睾 丸
は摘 除 され て い たが,右 睾 丸 お よび そ の他 の性 器 に は
異 常 は なか った,
血 液 検査 所 見:血 液 検査 で は 貧血 を み とめず,血 清
蛋 白像,腎 機 能検 査,肝 機 能 検査 に 著 変は な か った.
腫瘍v一 カ ー はAFP320ng/m1,hCGlaOmlU/
ml,hCG一β1.ong/ml,LDH2,231mu/mlとい ず
れ も高 値 で あ った.
放射 線 検査 所 見=胸 部X線 検 査 では 異 常な く,肺 転
移 はみ とめ られ な か った.静 脈 性 腎孟 造影 で水 腎 水尿
管 はみ とめ られ な か った が,右 上 部尿 管 は外 側 に偏 位
してい た.腹 部CTス キ ャ ンで は,傍 大動 脈 リンパ
節 の著 明 な腫 脹 が み られ る とと もに,肝 は腫 大 して 多
発 性 の転 移 がみ とめ られ た(Fig.7).
治療 経 過=睾 丸 腫瘍 の後腹 膜 リンパ節 お よび 肝 転移
と診 断 し,8月27日 よ りVAB-6療 法 を3コ ー ス施 行
した.2コ ース投 与 縫 の検査 で,AFPは16ng/ml,
hCGは3.9mIU/mlと 正 常 値 に 低下 し,以 後 明 ら
か な 上 昇 がみ られ な か った.肝 転 移 巣 お よび 傍 大動 脈
リ ソパ 節 も1コ ース投 与 後に 著 明に 縮 小 し,3コ ー ス
投 与 後 の 検査 で は,い ずれ も明 ら か で な く なか った
(Fig.8).
3コ ース投 与 後 の12月8日,後 腹 膜 リンパ節 郭 清を
行 った.手 術 時,大 動 静 脈間,左 腎茎 部,お よび 傍 大
動脈 に 指 頭大 の黄 色 の腫 瘤 が5個 み とめ られ た が 、組
織学 的 に は腫 瘍 の壊 死 巣で あ った.ま た 肝 に転 移 巣 は
み られ なか った.
翌1987年1月6日 よ りVAB-6療 法 の ・1コー ス 目を
行 ったが,1月 末 の検査 でAFPは23ng!ml,hCG
は1.7mIU/mlと正 常 で,画 像診 断 上 も再 発 はみ と
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睾丸 腫 瘍 の転 移 は リンパ 節転 移 で は 後腹 膜 リンパ節,
遠 隔転 移 で は肺 が 多 い のは,臨 床 的 に よ く知 られ て い
る.剖 検 例 の 検討 で も,後 腹 膜 リンパ 節 転移 は369例
中281例,76.2%,肺転 移 は410例中323例,78.8%と
最 も多 くみ とめ られ て い る.さ らに 臨床 的 に は み られ
る ことの 少 な い肝 転移 が,410例中254例,62.0%の多
くにみ とめ られ て い るDこ の こ とは,睾 丸 腫瘍 の肝
転移 が,腫 瘍 の進 行 がす す ん だ時 期 に生 ず る こ とを 示
して い る と思わ れ る.す な わ ちSekiyaら2)は200例
の 睾丸 腫 瘍 に357回の超 音波 検 査 を 行 った 結果,肝 転
移 がみ とめ られ た のは16例,8.0%であ った とい って
い る.自験 例2例 も,初診 時 す で に肺 あ る いは 鎖 骨 上 リ
ンパ節 へ の 転移 は み られ た もの の,肝 転移 は み とめ ら
れ ず,治 療 経過 中 に は じめ て 肝 転移 が 生 じた 例 で あ る.









































1)桐 山 帝 夫,吉 田 修=日 本 病 理 剖 検 輯 報 よ りみ た















5)小 磯 謙 吉,加 納 勝 利,根 本 良 介,石 川 博 通,石 川
悟,大 谷 幹 伸=男 性 性 器 腫 瘍.癌 と化 学 療 法13=
216-223,1986
6)EinhornLHandWilliamsSD:Chemothe-
rapyofdisseminatedtesticularcancer=A
randomprospect三vestudy.Cancer46:1339-
1344,1980
7)VugrinD,cvitkovicE,whitmorewFJr,
ChengEandGolbeyRB=VAB・4combina・
tionchemotherapyinthetreatmentofme・
tastatictestistumors.Cancer47=833-239.
1981
3)BoslGJ,LangePH,FraleyEE,Nochomo-
v量tzLE,RosalJ,vogelzangNJ,Johnson
K,GoldmanAandKennedyBJ:Vinblas-
tine,bleomycinandc量s・diamminedichloro・
platinuminthetreatmentofadvancedtesti-
cularcarcinoma.AmJMed68:492-496
180
9>samuelsML,HoloyePYandJohnsonDE:
Bleomycincombinationchemotherapyinthe
managementoftesticularneQplasia。Cancer
36=318-326,1975
10)IsselBF:Thepodophyllotoxinderivates
VP16.213andVP23.CancerChemotherPhar-
maco17:73-80,1982
11)CavalliF:VP-16-213(Etoposide)=Acriti-
calreviewofitsactivity.CancerChemother
Pharmaco17:81-・85,1982
(198フ年2月6日 受 付)
